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今年のゴールデンウイークは好天に恵まれ、気持ちのよいというよりも暑い日もあったほどでした。 

４月から、新しい学年に進級し、緊張して過ごしてきた子供たちも多かったのではないでしょうか。連

休中は、少しほっとしてゆっくりと過ごすことができたのでしょう。連休明けの８日、相ノ木小学校に、

元気な子供たちの声が戻ってきました。連休中、家族とたっぷり触れ合ったためか、どの子も笑顔いっぱ

いでした。学級担任をしていたころ、ゴールデンウイークや夏休みや冬休み等の長期休暇が明けて登校し

てきた子供たちの様子を見ていると、少し成長したり落ち着いたりした印象を受けることがよくありまし

た。その理由ははっきりしませんが、やはり家庭で家族とともに過ごす時間が、子供たちのエネルギーに

つながっていたのではないかと思います。家でたっぷりと甘えさせてあげたり、抱きしめてあげたり、い

ろいろな話をすることで、子供たちの心が満たされるからこそ、学校での活動に向かうことができるのだ

と思います。私たち大人も、仕事でうまくいかないことがあっても、家で話をしたり休んだりすることを

通して、次の日に頑張る力が湧いてきますよね。逆に、家庭で、うまくいかないことが続くと、それが気

になって仕事にも力が入りにくいように思います。大人にとっても、子供ならなおさら、家庭が大切な基

盤なのだと思います。 

そう考えると、家庭の役割とは何か、学校の役割とは何かを整理しておく必要があるのではないでしょ

うか。ここからは私見を含む部分もあると思いますので、一つの考えとしてご理解ください。私は、多少

の重なりはあるにしても、原則として「家庭は、子供の体と心の基礎を培うところ」、学校は「その基礎

の上に、多様な他者との関係の中で、学力や人間関係力を培うところ」であると考えています。夜遅くま

でテレビやゲームをして、ぼおっとした頭で朝食も食べずに登校すると、学校での運動や学習に身が入り

にくいのではないでしょうか。ご家族の愛情をいっぱいに受け、心も体も安定した状態こそ、基礎がしっ

かりできている状態だと思います。基礎がしっかりしていない状態では、その上にどれだけ立派な家を建

てようとしてもぐらついてしまうのではないでしょうか。 

そこで、学級担任をしていたころ、私のクラスでは下のような「家庭生活１０か条の指針」を印刷配付

して、家庭での協力をお願いしていました。 

① 朝は６時３０分より前に起きる。 

② 朝食は１０品目以上、食べる。 

③ 毎日できる、自分の仕事を１つ以上決めて実行する。 

④ 一日に一度は、本の読み聞かせをする。 

⑤ テレビは見る番組を決め、ゲームはする時間を決め、合わせて２時間を超えないようにする。 

⑥ 夕食は遅くとも８時までには食べ終える。 

⑦ 次の日の学校の準備は、寝る前に済ませる。 

⑧ 「おはよう」「いただきます」「いってきます」「ありがとう」等の挨拶を必ず声に出す。 

⑨ 一日に一度は、家族全員が一緒に過ごす時間をとる。 

⑩ 夜は９時３０分までには寝る。 

そして、「ご家庭で、これらを確実に実行していただければ、学力や人間関係力は私が責任をもって身

につけます」と伝えていました。どこまで学校で力を高められたか、自信はないのですが、ご家庭のご協

力のおかげで、学校での友達同士のトラブルはほとんどありませんでした。ただ、１年間終わるころに保

護者の方に尋ねてみると、「一番難しかったのは②の１０品目でした」という答えが多かったです。寝て

いる時間を除けば、場合によっては家庭よりも長い時間を過ごす学校生活を充実させ、一人一人が十分に

力を付けて行くためには、ご家庭のご協力が不可欠だと思います。今後とも、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

生活科「学校探検」の学習で校長室を訪れた１年生が、わたしに質問してきました。学校の前身を遡っ

ていけば、明治創立の照徳小学校がスタートとなり、相当長寿となる相ノ木小学校の年齢です。「うー
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５月１０日（水）・１１日（木）・１２日（金）の３日間、高・中・低学年別に、 

今年度第１回目の水泳学習を行いました。上市町は昨年度から学校のプールを使わずに、町バスで子供

たちを常願寺ハイツまで送り、屋内プールで水泳学習を行っています。立山町の立山小学校は、町バスで

常願寺ハイツまで送迎することを条件に、校舎建て替えの際にはプールを造らなかったそうです。１年間

だけですが、私も立山小学校に勤務していたので、なんとなくイメージはもっていました。プールの維

持・管理は大変な時間と労力のかかる仕事で、主に体育主任が担うことの多い仕事です。ろ過機の点検整

備や水量水質、塩素濃度の管理等、私も休みの日に何度も確認のために出勤した覚えがあります。それが

なくなり、子供たちも専門的な指導が受けられるとなると、一石二鳥ではないでしょうか。 

さて、１０日は出張もなく時間が取れたので、私も常願寺ハイツに行って、高学年の子供たちと一緒に

泳ぎました。指導の様子を見ていると、やはり専門家の指導は違います。子供たちを飽きさせることもな

く、適切なアドバイスをしてくださっていました。素直に指導を受け入れる相ノ木っ子たちがどんどん上

手になっていくのが手に取るように分かりました。年間３回と言わず、もっとたくさん行けると、どの子

もかなり上手になると思うのですが、水泳ばかりしているわけにもいきません。年間３回の限られた回数

を、十分に生かしたいと思っています。 

５月１６日（火） 歯科検診 

  １７日（水） クラブ活動 

  １６日（月） 水泳学習(3・4 年) 

  ２３日（火） ４年ふるさと学習 

  ２４日（水） 委員会活動 

２６日（金） ５，６年おおかみこどもの森づ

くり（宮川小）耳鼻科検診 

３１日（水） ２年ふるさと学習 

６月 １日（木） 租税教室(６年) 

６日（火） ６年校外学習 

       （上市町議会見学） 

   ９日（金） １年給食試食会 学習参観 

教養講座 引き渡し訓練 

  １２日（月） 学校訪問研修会 

１４日（水） 町陸上記録会(５・６年) 

１６日（金） 町陸上記録会予備日 

５月１０日（水）の午後、体育館で「なかよし清掃活動スタート式」 

を行いました。今年度の縦割り班活動の始まりです。普段は同じ年齢、 

同学年の仲間と過ごすことが多いのですが、縦割り班になると学年の 

枠を超えて一緒に活動することになります。上級生が下級生を思いやって言葉をかけ、下級生は上級生の

姿にあこがれをもつ等、異学年の仲間とふれあうよい機会です。この縦割り班のかかわりを通して、友達

の輪が一段と大きくなると思います。１年間、どの班も６年生を中心に仲良く活動してほしいと思ってい

ます。 

また、この式の「校長先生の話」はお話ではなく、「清掃用具の正しい使い方」について話しました。よ

りしっかりと絞ることができる雑巾の絞り方、ごみをたくさん集められ、傷みも少ないほうきの使い方、

きれいにごみが取れるちりとりの使い方を、実演しながら伝えました。どんな使い方だったのか、家でも

聞いてみてください。そして、学んだことは、より多く実際にやってみることで、しっかりと定着してい

くものです。できれば家でもやってみる機会があるとよいと思います。 


